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イノベーション本部副本部長

[経歴]
1991年 東京海上火災保険㈱入社
2000年 トヨタファイナンシャルサービス㈱入社

（経営企画グループ, 販売金融グループ, 
リスク管理グループ, リテール金融グループ）

2016年 Strategic Innovation Division（USA）
チーフオフィサー (～2018)

[現職]
トヨタファイナンシャルサービス㈱ イノベーション本部副本部長
同 KINTO企画本部副本部長
㈱トランザクション・メディア・ネットワークス取締役
SYNQA Pte.Ltd Director
内閣官房Trusted Web推進協議会委員
一般社団法人日本ブロックチェーン協会アドバイザー
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トヨタ・ブロックチェーン・ラボの設立
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2019年4月、グループ横断のバーチャル組織「トヨタ・ブロックチェーン・ラボ（TBL）」を設立

代表幹事会社

幹事会社
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2018

2019

2020

“Toyota Blockchain Future”

グループ内キックオフ

Toyota Blockchain Lab立ち上げ

PoC実施（コンセプト実証）

プレスリリース仲間づくり

PoV実施（ビジネス価値実証）

段階的な実装へ

Blockchain
Network

Proof of
ValueProof of

Concept
Kick off

段階実装

データ保全

Supply
Cain

Vehicle ID Personal ID

Vehicle ID Personal ID

Payment
Finance

2021～

トヨタ・ブロックチェーン・ラボの歩み



本日お話しすること
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（出典）2021年10月15日 日本銀行「中央銀行デジタル通貨に関する日本銀行の取組み」P19

1．「おカネ」と「取引」両輪での
デジタル化の先

2．CBDCと様々な決済手段の共存のあり方

• おカネのデジタル化とサービス・商流等、取引の

デジタル化を両輪で進めることで更に価値が高まる

• サプライチェーンにおける実態、それらが繋がること

でどのような価値が生まれるか

• CBDCが様々な決済手段と共存し、その「橋渡し」を

することでユーザ体験が向上する

• サービスと様々な決済手段をシームレスに繋げる

TOYOTA Walletを展開する立場から、それらとCBDC

でどのような共存のあり方が考えられるか

垂直的共存

水平的共存



トヨタの経済規模（決済規模）

トヨタサプライチェーンのポテンシャル
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トヨタのサプライチェーン
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製造前、多くの人の手を通りクルマが作られている
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製造

製造データトレーサビリティPJT

製造

設備データ共有PJT

品質管理

品質データのトレーサビリティPJT

商流

商流と金流・金融の一体化PJT

金流 金融

Blockchain
Network

サプライチェーンにおける様々な情報をブロックチェーンを活用し、共有・連携・データ活用
製造、品質管理、商流、金流等のあらゆる領域で、業務効率化、SCM強化を図る

サプライチェーンにおける取組み



• 商流・金流の一体化 ＆ ：照合の不要化や商流の状態変化をトリガーにした自動支払など

• 商流データを活用したファイナンス ：商流/金流データを活用した迅速・適正な資金調達

現在の姿

商

流

金

流

金

融

振込（支払）

商流と金流が分断

アナログ管理残存
複数システム存在

自社 納入先仕入先

過去決算に基づく借入
（データ非活用）

振込（入金）

仕入れ 納入

紙・FAX等 共通/独自EDI

目指す将来像

資金
精算

商流情報デジタル化
データ共有

商流と金流の連動

自社 納入先仕入先

共通のEDI 共通のEDI

商流/金流データを
活用した資金調達

1

3

2

Blockchain

Network

1 2

3
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商流・金流・金融の一気通貫でのデジタル化
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商流・金流・金融の一気通貫でのデジタル化
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新しい価値 ～商流・金流の融合～

契約 商流 金流

契約
単価決定

発注 検収 支払

契約
単価決定

受注 出荷 入金確認

買掛照合

売掛照合

Ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ

発注企業

受注企業

契約
単価決定

発注 検収 支払

契約
単価決定

受注 出荷 入金確認

買掛照合

売掛照合

発注企業

受注企業

Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

単価の
入れ間違い

月ズレによる
数量認識相違

一気通貫のプラットフォーム

EDI

EDI

EDI

EDI

企
業
間
の
情
報
分
断

ズレ
→多大な調査工数

EDI

EDI

EDI

EDI

プロセス間の情報分断

×

×

各プロセスで、
合意済情報を記録、

自動検証

互いに常に同じ情報を
見ている為、ズレない

業務生産性が
大幅に向上
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新しい価値 ～商流・金流の融合～
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一気通貫のプラットフォーム

EDI

EDI

EDI

EDI

人手を介した
オペレーション

EDI

EDI

EDI

EDI

×

×

確定債務

支払条件を
スマートコントラクトで定義

債権債務が
早期に確定

確定債務情報を
トリガーに
“自動支払”

CBDC

CBDC

支払業務効率化

資金回転向上

契約 商流 金流



企業の声 ～デジタル通貨への期待・懸念～

13

1

2 3
4
5銀行口座とデジタル通貨の

資金移動の手間が懸念

4. 二重管理の負荷

仕入先含め資金回転が早
まることには期待できる

2. サプライチェーン全体
の資金回転の向上

弊社規模の会社が対応でき
るか不安。セキュリティ面の評
価等、チェックできる人がいな
い。維持コストも不安

3.企業の対応力

検収後の都度払いになると、
業務が平準化され、処理上
も分かり易くなる

1.業務平準化・効率化

現預金とデジタル通貨で資
金分散することで、資金効率
が悪くなるのでないか

5. 資金効率への懸念

期待 懸念
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XX

自動車業界の関連人口

Designed 
by slidefusion

XX

トヨタ国内販売店売上推計

「B2C」「B2E」領域でのポテンシャル

??約7兆円 ??550万人



移動を、もっとシームレスに

様々なモビリティサービスを一つのアプリ/IDで提供します
予約も決済も愛車管理もTOYOTA Walletで完結します

移動を、もっとシームレスに

様々なモビリティサービスを一つのアプリ/IDで提供します
予約も決済も愛車管理もTOYOTA Walletで完結します

移動を、もっとシームレスに

様々なモビリティサービスを一つのアプリ/IDで提供します
予約も決済も愛車管理もTOYOTA Walletで完結します

移動を、もっとシームレスに

様々なモビリティサービスを一つのアプリ/IDで提供します
予約も決済も愛車管理もTOYOTA Walletで完結します

身近なサービスを、もっと便利に

生活に身近なサービスを、一つのアプリ/IDで提供します
好みに合わせて様々なサービスが使えます

決済を、もっとかんたんに

多彩な決済手段を一つのアプリで提供します
これさえあれば、どこでもキャッシュレス決済ができます

身近なサービスを、もっと便利に

生活に身近なサービスを、一つのアプリ/IDで提供します
好みに合わせて様々なサービスが使えます

決済を、もっとかんたんに

多彩な決済手段を一つのアプリで提供します
これさえあれば、どこでもキャッシュレス決済ができます

身近なサービスを、もっと便利に

生活に身近なサービスを、一つのアプリ/IDで提供します
好みに合わせて様々なサービスが使えます

決済を、もっとかんたんに

多彩な決済手段を一つのアプリで提供します
これさえあれば、どこでもキャッシュレス決済ができます

移動を、もっとシームレスに

様々なモビリティサービスを一つのアプリ/IDで提供します
予約も決済も愛車管理もTOYOTA Walletで完結します

TOYOTA Walletのコンセプト
”人々とサービスをつなぎ、移動をより自由に、日々の生活をより楽しくするモバイルアプリ”
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TOYOTA Walletにおける決済手段の共存
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データ還元

コミュケーション クーポン/
リワード

分析/改善
ユーザー

データ
（日常行動／決済／属性）

ユーザーコミュニケーション サービス向上／プロダクト改善

販売店

アライアンス先

トヨタ/TFC

決済
（ベース機能）

モビリティ
（ミニアプリ等）

生活サービス
（ミニアプリ等）

プリペイド デビット クレジット

NFC QR EC

ID連携 ID連携

フード
デリバリ

モバイル
オーダー

旅行予約

保険 家計簿
会員証／
免許証 他

カーシェア レンタカー 配車サービス

シェア
自転車

愛車管理 ルート案内

決済 決済

リワード

BtoC

福利厚生

経費申請

健康管理

BtoE
（給与･褒賞）

機能共有

• お客様とトヨタをつなぎ、販売にも貢献する「デジタルコミュニケーションツール」
• トヨタのモビリティサービスの提供と、非トヨタ業者とのアライアンスを進め、お客様に新たな利用体験を提案

CBDC
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（出典）2021年10月15日 日本銀行「中央銀行デジタル通貨に関する日本銀行の取組み」P20
※右上段は追記

 水平的な共存

• CBDCが様々な決済手段と共存しながら、
その「橋渡し」をすることが重要

民間事業者とCBDCの共存

⇒ ユーザー体験の一層の向上
⇒ 日本銀行様、民間事業者が共に

新しいサービスの形を作り上げていく

垂直的な共存



「誰も取り残されない」仕組み

• IT人材が不足している中小企業でもハードルなく使えるUI/UX
（デジタル化で後回しにさせない）

1

「2重管理」の回避

• 既存マネーとのシームレスに相互交換
• CBDCと既存マネーへの資金分散の回避

2

「クロスボーダー取引」への対応

• 日本円のCBDCと各国通貨とのシームレスな交換・送金
（海外取引の比重が大きいグローバル企業の利便性向上）

3

「当たり前」の意識を変える情報発信

• 個人・企業が「当たり前」と思っている商慣習からの脱却
• 民間と協調した「新しい価値」の継続的情報発信

5

民間の「追加サービス」を支える強靭なシステム

• 新しい価値をもたらすマイクロペイメントに対応できる処理能力
• サービスの発展に対応できる拡張性

4

CBDCへの期待
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